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講演題目 

統計的機械学習を用いた社会時系列データ予測 

研究の目的、成果及び今後の展望 
Long short-term memory(LSTM)と呼ばれる長短期記憶ネットワークは大語彙音声認識の分野で高い

認識性能を与える手法として知られている. 本研究では、成り立ちの異なる複数の社会時系列に対

し、RNN の枠組みで処理する新たな手法を提案した．結果、従来の自己系列による予測よりも、異な

る複数の異種系列を用いて予測する方が精度の高い予測が行えることを実験的に確認した．更に、本

研究では、各起因子を取りまとめる機構と複数の LSTM を並列に動作させる機構を組み合わせること

で、蜘蛛の糸のように複雑に収束する 1系列を可能な限り少ない誤差で予測する新たな RNNの枠組み

を提案し、有効性を実験的に確認した[1][2]． 

蜘蛛の糸のように絡み合う多変量時系列は、データの数やデータ間の関連性が課題として報告され

ている。本研究では、データ間の関連性について、2003年にノーベル経済学賞を受賞したグレンジャ

ー因果検定とクラスタリングを組み合わせることで、予測対象時系列に対して真に有用な関連時系列

を取捨選択する。更に、多変量時系列を統合させる際には、非線形回帰手法のサポートベクトル回帰

を用いることで飛躍的に予測精度を向上させた[3]。 

多変量時系列の取捨選択と非線形回帰による統合は予測精度の向上を達成した反面、計算コストの

増大をまねき、実用化の課題となっていた。これに対しても、高速学習が可能な Echo State Network

（ESN）を用いて計算コストの向上を図った。ESNは本来、時系列に適用される手法ではないため、時

系列に適用できるよう改良を行い、実用性の高い時系列予測手法を実現している[4]。 

 今後は、更なる予測精度の向上と精度の頑健性を高めていく予定である。 
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